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PET-CT健診は
がん健診を含めた

新しい成人病健診です！

PET-CT 健診でわかること…
肺がん、大腸がん、膵がんなどの

悪性腫瘍や前癌病変
良性甲状腺腫、肝血管腫などの

良性腫瘍や炎症疾患
動脈硬化や内臓脂肪など

生活習慣病
頸椎症などの骨病変…etc

怖いのはがんだけではありません！



なぜ “がん” がわかるの？

わかるのは “がん” だけ？ なにをするの？

がん細胞は、正常細胞の３～８倍のブドウ糖を食べて大きくなります。
ブドウ糖によく似た「FDG」という体内から信号を出すお薬を注射すると
がん細胞はたくさん食べるので、多くの信号が出るため
がんの存在や位置を知ることができます。 がん細胞

正常細胞

PET-CT 健診では、“がん” だけではなく、
肝血管腫や良性甲状腺腫などの良性腫瘍
慢性上顎洞炎などの炎症疾患
動脈硬化や内臓脂肪などの生活習慣病
頸椎症等の骨病変…などがわかります。

わかるのは“がん”だけではありません！
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結果説明

体重に応じた量の
　　お薬を使用します。

「FDG」というお薬を
　　静脈に注射します。

お薬が全身に回るまで
約１時間ゆっくりと
休んで頂きます。

PET-CT 装置で
　約３０分撮影します。

その日のうちに
簡単な結果説明を行います。

　　＊詳細な結果は郵送致します。

＊PET-CT健診で、全てのがんや病気がわかるわけではありません。

検査前６時間は絶食してください！
糖分をとってしまうと、正確な診断が
できなくなります。
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